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TEC-FORCE

• 1班：八戸港・久慈港

• 2班：釜石港・大船渡港

• 3班：仙台塩釜港・石巻港

• 4班：宮古港・釜石港

• 5班：相馬港・小名浜港

• 6班：鹿島港・茨城港

• 東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ
（津波合同調査グループ）
– 第1期：石巻、女川、南三陸



相馬

仙台塩釜

石巻
大船渡

釜石

宮古

久慈

八戸

むつ小川原

5～9 m
市川地区工業地帯 8.3～8.4m
八太郎第2埠頭 6.4m
八戸漁港 5.4m
階上町大蛇地区 8.4m

浸水高8～9 m
諏訪下地区 8.2m
半崎地区 8.5m
玉の脇地区 13.4m（R）

浸水高7～9 m
釜石港湾事務所 8.1m
釜石合同庁舎 6.9m, 9.0m
平田地区 6.6～7.8m

浸水高7～8 m
高松埠頭 8.0m
中野埠頭奥 7.3m
高砂埠頭脇 7.3m
蒲生干潟側港湾外 9.0m

浸水高9～10 m
出崎地区 8.7m
藤原・神林地区 9.8m
マリーナ南 15.6m （R）
高浜地区 10.3m
津軽石地区 10.4m

鹿島

茨城

小名浜

浸水高9.5 m
茶屋前地区 9.5m
大船渡駅北側 10.8m（遡上）
長崎地区 11.0m（遡上）

浸水高4～5 m
中央埠頭 5.0m
大手埠頭 4.1m

浸水高10 m
第1埠頭 10.4m
第2埠頭 10.1m
原釜尾浜 11.8m (R)
新地町釣師浜 15.9m (R)

浸水高4～5 m
漁港区 5.4m
第4埠頭 4.3m
第7埠頭 3.7m
中之作漁港 5.4m
豊間地区 8.1m (R)は遡上高、その他は浸水高

【TEC‐FORCE調査】



相馬港2号埠頭 10.1m (I) 新地町釣師浜 15.9m (R)

原釜尾浜海水浴場 11.8m (R)

相馬港



小名浜港 5.4m (I) 小名浜港

豊間地区 8.1m (I)

中之作 5.4m (I)



釜石湾口防波堤

南堤：22 函（深部19 函、浅部3 函）全長670m のうち、最深部（開口部側）から10 函はほと
んどそのまま残っている。11 函めが港内側へ大きく傾斜，12 函め以降は水面上に

姿なし。
北堤：44 函（深部22 函，浅部22 函）全長990m のうち，浅部3 区付近の7 函ほどはほぼ原

形をとどめているが，それ以外はほとんど移動している．浅部に関しては原形をと
どめているもの以外はほとんど水面上に姿が見られない．深部については，わず
かに水面上に姿をとどめているものが多いものの，大半が港内側または斜め方向
に傾斜している．堤頭函も開口部側へ大きく傾斜している．





下迫健一郎氏@港空研による解析



13.7m

釜石沖で観測されたGPS波浪計による津波波形を沖側境界より入射



北防波堤
中央防波堤

洗掘10m

洗掘10m 洗掘10m

洗掘10m

洗掘13m

八戸港


